
課目基本情報

授業科目名 衛生管理 課目区分 必修課目

年度 2026 年次 1，2年次

開講学期 1年次1学期 授業の方法 座学

単位数 3 授業時間数 90

教員実務経験

授業・課目情報

教　　科　　書
発行　公益社団法人 日本理容美容教育センター
　　　衛生管理

授 業 計 画

公衆衛生概説
・公衆衛生の意義、美容業との結びつき、公衆衛生の発展向上のためになすべきこと
・公衆衛生の発展の歴史、及び公衆衛生の思想の発展について
・公衆衛生における対人的な予防医学と対物的な環境衛生の大別について
・保健所の機能、組織、業務など美容業との密接な関係について

感染症
・美容の業務を行う上での注意点及び、予防対策
・衛生措置、消毒の意義について

環境衛生
・環境衛生の意義と美容所における注意点について
・美容所における採光、照明、換気、床などの構造設備及び、衣服の衛生について
・美容所における廃棄物処理、環境保全対策について

衛生管理技術
・美容所における衛生管理、消毒の意義と目的について
・消毒方法の種類、原理、特徴について
・美容器具などの対象物の材質、構造などに応じた適切な消毒方法の選択と適正な実
施
　方法

授業の進め方

講義と定期的に小テストを実施し、理解度を確かめながら進める。

試験の実施方法
学期末試験
筆記試験（4択）

成績評価方法

試験において60点を及第点とする。
及ばない場合は追試験を受け、その結果により評価する。

新潟理容美容専門学校

担当教員名
北原 良一　　長谷川 尚子　　髙橋 智哉　　佐藤 瑠奈　　五十嵐　愛

実務経験なし

学　習　目　標

公衆衛生の意義と本質を明らかにすることによって、美容師が公衆衛生の維持と増進
とについて重大な責務を担わなければならない理由を十分に理解する。

美容師の業務内容と感染予防、環境衛生の保持との具体的な関連付けを重視し、美容
における衛生措置の重要性について理解する。

消毒法において、その意義と原理を十分に理解し、適正な実施方法を身につける。


